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研究成果の概要（和文）：　本研究では、ヒューマンビートボックスがどのように発祥し発展を遂げてきたか
を、世界的に活躍するビートボクサーの様々な演奏記録から明らかにした。その結果、ヒューマンビートボック
スは、ヒップホップ文化の音楽の中で、人間の音声器官を使用して既存の楽器や様々な装置の音を模倣したこと
が始まりであり、発祥は1984年頃であることが明らかとなった。また、日本においては2000年に入ってから日本
人として初めて世界的に認知されたビートボクサーAFRAの登場によって、急速に発展を遂げたことがわかった。
今後はアーカイブの分析のためのコーパスの作成が急務である。

研究成果の概要（英文）：In this research, the origins and developments of the human beatbox were 
clarified based on various performance records of active beatboxers worldwide.
As a result, human beatbox began to mimic the sounds of existing instruments and various devices 
using human speech organs in the music of the hip-hop culture, the origin of which dates back to 
around 1984.Also, in Japan, the art of beatbox has developed rapidly, thanks to the appearance of 
the Japanese beatboxer Afra (Fujioka Akira), recognized worldwide for the first time in 2000.
In the future, it is essential that we prepare a collection for analysis, from the archives of human
 beatbox.

研究分野：音楽表現、音楽教育、指揮

キーワード： ヒューマンビートボックス　音楽表現　直接的模倣　素材　大衆芸術

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）ヒューマンビートボックスの認識 
 ・言語音を使わない直接的模倣音を使った
音楽表現 
 ディスクジョッキーが使用するビートボ
ックスと呼ばれるサンプリングマシン(既存
の音を電気的に取り込み、その音程や音色を
加工して演奏 する装置)の音を、人間の声で
模倣したことがその呼称の由来とされる音
楽表現(河本洋一 2009) 
 ・口頭伝承的なストリートカルチャー:人間
の口だけを使って音楽を表現するストリー
トカルチャー(和田辰也 2011) 
・発祥は諸説混交:1930 年代に出現したであ
るドゥーワップ(doo-wop:簡易な楽器とヴォ
ーカルグループによるグループ音楽)とする
説や、1980 年代に流行したア・カペラで歌
うコーラスグループであるという説もあっ
た。 
 
（２）ヒューマンビートボックスの特徴 
・身一つで手軽に演奏できる携帯性 
 （例)すれ違いざまに演奏する「サイファー」
の存在  
・演奏者同士が演奏技術を競える技巧性 
例)JapanBeatboxChampionshipの開催 
・様々な音を創り出せる多様性 
 （例)一人で 300種類以上の模倣音を出せる
奏者 
 
（３）先行研究や関連研究 
 文献検索サイト上では、他の研究者による
同様の研究は存在せず、以下の拙論のみが存
在した。 
【拙論】  
・『音楽表現の新たな素材としての模倣音の
探求−非言語音による直接的模倣音のための
発音器官の使い方−』(河本 2009)  
・『ヒューマンビートボックスの可能性につ
いての一考察』(河本 2011) 
 
２．研究の目的 
 『日本語歌唱における指導手段及び表現素
材としてのオノマトペの可能性に関する基
礎研究』(科研費基盤(B)21330206)の研究途
中で、表現素材としてのオノマトペの延長線
上に楽器音を直接的に人間の口で模倣した
ヒューマンビートボックスの存在と可能性
を確認した。しかし、この種の音楽表現は独
自の音楽ジャンルを築きつつも、研究分野と
して未成熟であり、いわゆる民族音楽などと
比較すると学問的アーカイブは皆無に等し
いことがわかった。 
 そこで、本研究では、まさに今生まれつつ
あるこの種の音楽表現の作音技法や表現方
法を収集・整理しアーカイブを作成すること
の必要性を指摘し、音楽表現の新たな素材と
して一般化を試みるための基礎資料を作成
することを目的に掲げた。 
 

３．研究の方法 
 当初の計画では、以下に掲げる 3段階の方
法で研究を進めることとした。 
【第 1段階】 
 事例収集:国内外の演奏事例の収集 
・演奏している音声と映像の収集 
 →大会参加者の演奏の収集、実演依頼によ
る録画等 
・演奏者(ビートボクサー)への聞き取り調査 
 →収集した音声や映像と技法との関連づけ 
【第 2段階】 
 分析整理:音響分析と発音技法の解明 
・収集した演奏事例について、広汎かつ詳細
な音響的特徴を分析・整理 
→音響スペクトルとエンベローブの二つの
物理的要素からの分析と、音響学で使用され
る音色因子(金属性因子、迫力因子、美的因子)
と呼ばれる心理的側面からの分析の両面か
らの分析  
・発音のメカニズムの解明及び演奏形態の分 
→音声学における言語音の調音点の提示方
法のような整理方法を念頭に置いた映像記
録と聞き取り調査 
【第 3段階】 
 一般化:発音技法の共通化と技法の習得方
法の簡易化 
・表現素材として一般化のための技法の共通
化 
→発音技法やその習得方法は、演奏者によっ
て異なる場合がある。(河本 2011) 技法の共
通点を見いだし、習得方法を簡易化すること
で、新たな音楽表現の素材として一般化 
 
４．研究成果 
（１）ヒューマンビートボックスの定義 
 本研究では、ヒューマンビートボックスの
アーカイブの分析から、次のような定義をす
るに至った。 
 「一人または複数の人間の発声器官を使っ
て音楽を創りだす、新たな音楽表現の形態の
一つである。マイクロフォンやアンプなどの
拡声装置やサンプラー等の電子機器を用い
ることが多く、楽器や様々な装置の直接的模
倣音だけでなく人間由来の独自の音まで、
様々な音を素材としている。 
〈ヒューマンビートボックス〉を略して〈ビ
ートボックス〉としたり、Human Beat Box
という英語の頭文字を取って〈HBB〉と略字
で表記したりする場合もある。演奏者は、ヒ
ューマンビートボクサーあるいは、単にビー
トボクサーと呼ばれる。」 
（河本洋一：2017 wikipedia） 
 
（２）起源についての考え方 
 ヒューマンビートボックスは学術的な研
究対象としては未成熟であることから、概念
規定や起源に関しては、今後の研究の深化が
期待される。特に起源に関しては、ヒューマ
ンビートボックスの概念規定によって、諸説
が混交としており、今後の議論によって、適



切な捉え方を確立していく必要がある。 
 ヒューマンビートボックスについて、音の
模倣という点だけに着目するならば、その起
源は動物の鳴き声や自然界の音を真似たと
推測される初期人類にまで遡ると考えられ
る。このことは、自然と密接に結びついた生
活をしている人々の間では、動物の命名にそ
の動物の擬音を多用すること からも推測さ
れる。また、Matela(2014)も「ヒューマンビ
ートボックスは、1970 年代半ばに発明され
たものではなく、その起源は、文明の幕開け
の時にまで遡る。なぜなら、人間は音を使っ
てコミュニケーションをとってきたし、危険
や宗教的な目的について音声を使ってきた
し、音楽や歌のような音の芸術が登場すると
すぐに、音を模倣する技術はいろいろな形を
とっていったからである。」 と述べており、
音の模倣という行為のみに着目した場合の
ヒューマンビートボックスは、決して新たな
表現技法ではない。 
 一方、ヒューマンビートボックスはヒップ
ホップ文化の一部であるという前提に立つ
ならば、アメリカ合衆国で 1930 年代に出現
した簡易な楽器とボーカルによるドゥーワ
ップが始まりであり、1984（昭和 59）年に
FAT BOYS が発売したアルバム『FAT 
BOYS』に収録されている『Human Beat 
Box』という曲で、元メンバーでバフィー
（Buffy)として知られたダレン・ロビンソン
（Darren Robinson：1967-1995）が世界最
古の録音となる。しかし、その 2年前の 1982
（昭和 57）年には、ダグ・E・フレッシュ（Doug 
E. Fresh）として知られている Dauglas E. 
Davis（1966-）が、「ターンテーブルが無い
状況の中で、自分がターンテーブルのスクラ
ッチ音を出すことになり、当時は誰もそのよ
うなことをしていなかった」と語っている。  
Fat Boysのアルバムの発売年は 1984年であ
るが、録音はそれ以前に行われていた可能性
もあり、ヒューマンビートボックスを最初に
始めた人物が、FAT BOYSのバフィーなのか、
ダグ・E・フレッシュなのかは、判然としな
い。 
 "ヒューマンビートボックス"という呼称は、
ヒップホップの初期からのもので、DJ がエ
レクトリックドラムマシンを使ってベース
ラインを作ったり、曲を変えたりしたことに
由来する。ビートボックスの起源を正確に特
定したい場合は、アフリカの Bambaataa、
Kool Herc、Kurtis Blow、Melle Melなどの
アーティストからインスピレーションを得
るために、1970 年代に時間を遡る必要があ
る。 
 ヒューマンビートボックスの発祥は、The 
Original Human Beatboxとしても知られて
いる Doug E.Freshを抜きには考えられない。
彼は肉声を使って車のエンジンの音を模倣
した。また、Kenny Muhammad は、15 歳
でビートボックスを始めた。彼は放課後に来
て、80年代のヒットを聞き、彼のボーカルだ

けを使って全ての音を再現しようとした。 
 ラップの初期のバックボーンを形成した
ニューヨークの若者は、通常、低所得地域に
住んでいた。彼らは、ビートを作り、ミック
スするための適切な機器を購入するのに十
分なお金はほとんどなかった。彼らの多くは、
ヒップホップがますます普及するにつれて
MC や DJ になることを夢見てた。そこで彼
らは持っていた唯一の機器（＝肉声）を使っ
て音楽を作っていった。ラップはリズミカル
なビートの言葉に過ぎない。これらの初期の
リズムは、ペイント缶、ゴミ缶、またはカッ
プ（基本的に素敵な音を出すもの）を使用し
て作成された。 
 人々はまた、特にハウスパーティーや地元
のジャムセッションでリズムを作り出すた
めにボーカルを使い始めた。この習慣には 3
つの利点があった。最初に、それは演奏する
ための環境を作り、観客をかなり簡単に引き
寄せることができた。第二に、人間の声は、
その時に利用可能な単純なドラムマシン（ビ
ートボックスと呼ばれる）よりもはるかに融
通性があった。第三に、それは無料だった。
このような利点は、ヒューマンビートボック
スが現在もなお発展を遂げていることの理
由として挙げられる。 
 ヒップホップ自体は、MCing、DJing、
B-Boying、Graffiti、Beatboxingの 5つの要
素で構成されている。 2番目の定義によれば、
ヒューマンビートボックスは、ヒップホップ
文化の 5番目の要素ある。 
 一方、ヒップホップ文化の音楽以外の領域
の人物として挙げなければならないのは、
1984年の「The Police Academy」の 10,000
サウンド・エフェクトの男として知られてい
るMichael Winslowである。それ以来、彼は
数え切れないほどのテレビ番組に出演して
おり、コメディアンとして世界を旅してきた。
ウィンズローはヒップホップアーティスト
ではないように見えるが、ヒューマンビート
ボックスのように、直接的模倣音を発する表
現をする先駆者としては間違いなく、これ以
降のビートボクサーへも多大な影響を与え
ている。 
 なお、70年代初頭にも、今日におけるヒュ
ーマンビートボックス的な表現が散見され
た。例えば、Bobby McFerrin は  "The 
Sesame Street"でボーカル・パーカッション
を使用した。同様の例は多数存在する。 
 しかし、そのような音を模倣する人々は実
際のビートボックスとしてではなく、むしろ
それらのテクニックを使用して音楽を表現
していたというべきである点が重要である。
つまり、テクニックの一部としてしか存在し
ておらず、そのような発音方法のみによって
構成される音楽ジャンルとしては、まだ確立
されていなかったということである。 
 
（３）先駆者たちから次の世代へ 
 Doug E.Fresh、Kenny Muhammad、Biz 



Markie、 "Buffy" Robinson、Scratch、Noyze 
"RahzelのGodfather"などのビートボクサー
の先駆者は、この音楽表現のスタイルに最も
大きな影響を与えた。彼らは全て特徴的な音
作りをしたことで知られている。世界中の現
代のビートボクサーは、これらの先駆者が創
り出した音あるいはその音を創り出す方法
を使用することがよくある。これらの音ある
いは音を創り出す方法は、Old schoolと呼ば
れている。 
 
【Darren Buffy】 
 Fat Boysの Darren Buffyは、ボーカル・
パーカッションの音を生み出しながら息を
吹き込む方法（Hagga hagga sound）を考案
した。この技術は彼に名声をもたらした。 
 
【Doug E.Fresh】 
 1983 年頃にアルバム『beatboxing』で使
用されたクリックロールという発音技法を
考案した人物で知られている。現在も米国ツ
アーを行っている。 
 
【Biz Markie】 
 非常に楽しいキャラクターの持ち主であ
り、ビートボックスでの笑い声はすぐに彼の
トレードマークになった。また、彼はビート
ボックスで話している最初の人の一人であ
る。彼はアルバムで Doug E.Freshのテクニ
ックも紹介した。 
 
【Kenny Muhammad】 
 ビートボックスのスピードを新しいレベ
ルに持ち、「Keh」スネアを一般化し、ヒット
の間に単語を挿入する際の精度を高めた。
Rahzelの "Make the Music 2000"で録音さ
れたいわゆる「The Wind Technique」は、
リズム感や息をコントロールするのに最適
なツールであった。 
 
【Scratch】 
 実際の楽器が奏でるビートとボーカルの
スクラッチを組み合わせた最初の人物であ
る。今日まで、彼は 2つのソロアルバムを発
表し、多くの功績を記録している。 
 
【Rahzel】 
 初期の先駆者ら（＝第 1世代）が使用して
いた技術を有機的に結びつけて表現するこ
とに成功した最初の人物である点に置いて、
Rahzel は、第 2 世代はビートボクサーと言
える。彼は、1993年から 1999年の間、The 
Rootsの一員であり、1999年には「Make the 
Music 2000」というソロアルバムを発表した。 
Kenny MuhammadやDJ Scratchを招待し、
「Your Mouth With Your Music」を行うこ
とで、Rahzel はビートボックスの第 1 世代
のビートボクサーらに敬意を表した。 
 
※ここまで取り上げてきたビートボクサー

の他にも、Emanonや Slick rickなどもいる
が、紙面の都合上、割愛した。 
 
（４）日本における先駆者 
 ヒューマンビートボックスの起源や定義
の研究と並行して、日本でのヒューマンビー
トボックスの萌芽についても調査を進めて
きた。そして、今日活躍するビートボクサー
への聞き取り調査、公的な演奏や CD等の発
売記録、マスコミへの露出の記録などの情報
から総合的に判断した結果、ビートボクサー
の Afra（藤岡章 1980-)が日本におけるヒュー
マンビートボックスシーンの萌芽期をつく
った人物として浮かび上がった。 
 Afra は、1980 年に静岡県賀茂郡松崎町で
生まれた。大阪府立工芸高等学校の美術科を
卒業後、一足先に渡米していた姉を頼りに、
1996 年高校 2 年生の夏休みに渡米し、ヒュ
ーマンビートボックスのレジェンドと呼ば
れた Rahzel の生演奏を初めて聴く機会を得
た。その後、一度帰国するも 1999 年に再び
渡米し、あるアクシデントがきっかけとなり、
Kenny Muhammad＆MB2000（Afra, BABA, 
D.O.A., Emanon）というチームの一員とし
て、セントラルパークで毎夏開催されるステ
ージイベント Summer Stage2000 でデビュ
ーを果たした。 
 Afra がアメリカでビートボクサーとして
のデビューを果たした頃、日本国内では『ハ
モネプリーグ』（2000, 2002, 2007-2015）と
いうテレビ番組内の一つの企画がブレイク
していた。そしてこの番組の影響により、“ボ
イパ”という和製英語が流布し、口を使った
直接的模倣音がテレビを通じて日常的に聴
かれるようになった。 
 このような下地ができあがっていた日本
に Afraが帰国し、2003年に 1stアルバムを
発売、その後、2004年にはテレビ CMで Afra
の演奏が取り上げられていった。 
 なお、日本においては前述のテレビ番組に
おいてボイパという呼称やその表現が先行
して広まったこともあり、ヒューマンビート
ボックスとボイスパーカッションとが定義
の上で混用される例も多い。しかし、ヒュー
マンビートボックスの世界大会である、
BEATBOX BATTLE®などの場に於いては、
ボイスパーカッションという呼称は理解さ
れないことも多く、日本におけるボイスパー
カッションの概念は、海外ではヒューマンビ
ートボックスとして理解されている。 
 
（５）今後の課題 
 先行研究がないこの領域に於いて、ヒュー
マンビートボックスで使われている音素材
と形態を分析するにあたって、問題が生じた。
それは、使われている音素材や形態の合理的
な分析方法が確立できなかったことである。
つまり、実際のヒューマンビートボックスの
表現から、理論的な裏付けによって音素材を
分けたり、繋がり方を整理したりする方法が



未だ確立されるに至らなかったということ
である。このような状況は、様々な可能性を
秘めているヒューマンビートボックスの研
究に於いて、記述的・類型的な研究が推進で
きず、研究成果の検証や広がりが難しくなる
ことを意味する。 
 本研究に取り組んできた４年間に、ベルリ
ンではヒューマンビートボックスの世界大
会（BEATBOX BATTLE®）が開催（３年に
１回）され、日本のビートボクサーがベスト
８への進出を果たしたり、毎年開催される国
内大会（Japan Beatbox Championship®）
では、女性の参加者が増え、小学生の参加者
も出現したりするなど、経費がかからず手軽
に多様な表現が楽しめるヒューマンビート
ボックスは、着実に大衆芸術としての足場を
固めてきた。ただし、研究者の数はまだ少な
く、分析方法も確立していないことは、その
表現のポテンシャルの高さとは裏腹に、表現
形態の進展の軌跡が歴史に埋没してしまう
ことが懸念される。 
 そこで、本研究では、ヒューマンビートボ
ックスの合理的な分析方法を確立すると共
に、記述的・類型的な研究に寄与するデータ
ベースの必要性を強く認識するに至った。そ
の一つの手立てとして着目したのが、言語学
の研究で用いられるようになった大規模な
電子データの集積であるコーパス（corpus）
である。今後は、ヒューマンビートボックス
のコーパス化の研究に着手する必要がある。 
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